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遊び
前々号は３年生以上の総合的な学習の時間について、前号は１・２年生の生活科についてお知

らせしました。今回は、さらにその土台となる幼児期の遊びについてお伝えします。

写真は、公園のブランコで遊ぶ年長児さんです。勢いよくこぐことを覚えて、自信を深めてき

ています。ふと見ると、視線の先に木の枝があります。

そして、何度目かの挑戦で見事、枝に足を当てることに成功しました。満面の笑みで喜びを表

現していたことが印象的です。自分の願いの実現に向けて働きかけた結果です。

「遊び」と聞くと、学習とは遠いものという印象を受けてしまうこともありますが、実は学校

教育の学習は幼児期の遊びの経験の上に成立しています。特に現行の学習指導要領になってから

は、幼小の「接続」が大事にされ、幼児期の遊びの経験を踏まえた学習が意識されるようになり

ました。前号で、「自己選択・自己決定・自己実現」について触れましたが、幼児期の遊びはそ

の連続とも言えます。存分に遊んできた経験が、生活科や総合的な学習の時間はもとより、系統

的な教科の学習でも発揮されます。となると、子どもたちの姿に合わせて授業を工夫したり、

「遊び」そのものを学びとしてとらえる目を養ったりする必要があります。

「人生に必要な知恵はすべて幼稚園の砂場で学んだ」とは有名な書籍のタイトルです。「すべ

て」ではないかもしれませんが、子どもたちは砂場遊びをはじめ園や家庭で積み重ねてきた遊び

の中で様々なことを身に着けているはずです。そしてそれは、学校に入った後も同じ。子どもた

ちが何に夢中になりその中で何が育っているのか、見抜いていくことができる存在でありたいも

のです。

すると、ブランコが最も高くなるタイミ

ングで足を目いっぱい伸ばし始めました。

「あの木に足が届くかもしれない！」と

願ったことでしょう。そして、

「もうちょっと強くこいでみよう！」

と考えたに違いありません。

この後の数回、明らかにこぎ方が変わっ

ていきました。後ろに振り切ったときに反

動をつけていきます。体を反らせたり、脚

の振り上げを強くしたり、彼なりの試行錯

誤や工夫を見ることができました。


